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住
井
す
ゑ
と
そ
の
文
学
の
里（
十
七
）

　
　

│
牛
久
沼
の
ほ
と
り
│

牛
久
市
文
化
財
保
護
審
議
委
員　
　
　

栗く
り
は
ら原　

功い
さ
お

大
正
か
ら
『
昭
和
』
へ

　

大
正
天
皇
が
大
正
15
年（
１
９
２
６

年
）12
月
25
日
午
前
１
時
25
分
に
神
奈

川
県
三
浦
郡
葉
山
町
一
色
海
岸
の
葉
山

御
用
邸
に
お
い
て
、
48
歳
の
生
涯
を
閉

じ
た
。
皇
太
子
で
摂せ
っ
し
ょ
う政
の
裕ひ
ろ
ひ
と仁
親
王
が

皇
位
を
継
ぎ
、
直
ち
に
元
号
建
定
を
命

じ
る
と
、
若
槻
礼
次
郎
首
相
は
午
前
３

時
30
分
よ
り
御
用
邸
で
臨
時
閣
議
を
開

き
、
以
前
か
ら
内
閣
と
宮
内
省
で
用
意

し
て
お
い
た
新
年
号
15
案
に
検
討
を
加

え
、
そ
の
中
の
昭
和
・
元
化
・
同
和
の

３
案
を
政
府
案
と
し
て
選
び
出
し
た
。

午
前
９
時
15
分
よ
り
開
か
れ
た
臨
時

『昭和』元年と改む改元の詔書公布。
昭和元年12月26日付いはらき夕刊

（茨城新聞社提供）

枢す
う
み
つ
い
ん

密
院
議
案
審
査
委
員
会
で
、
３
案
の

中
の
昭
和
を
新
年
号
に
採
用
す
る
こ
と

を
議
決
し
、
そ
の
議
決
ど
お
り
倉
富
枢

密
院
議
長
の
上じ
ょ
う
そ
う奏
を
受
け
た
裕
仁
天
皇

が
裁
可
し
て
『
昭
和
』
が
新
年
号
に
定

め
ら
れ
た
。

　

昭
和
は
、
書し
ょ
き
ょ
う経（
中
国
最
古
の
政
教

の
経
典
）の
『
九
族
既
睦
、
平
章
百
姓
、

百
姓
昭
明
、
協
和
万
邦
』
か
ら
の
引
用

で
、『
君
民
一
致
、
世
界
平
和
』
の
意

味
が
あ
っ
た
。

　

新
聞
各
紙
に
は
『
昭
和
の
元
号
の
象

徴
す
る
新
治
政
の
理
想
は
、
光
明
平
和

の
新
時
に
し
て
…
』の
論
調
が
あ
っ
た
。

犬
田
卯
が
発
行
し
た
雑
誌
『
農
民
』

　

と
こ
ろ
で
米
価
が
こ
れ
よ
り
前
の
大

正
６
年（
１
９
１
７
年
）、
同
７
年
、
同

８
年
と
暴
騰
し
て
い
た
。
米
価
暴
騰
の

一
因
は
米
穀
商
に
よ
る
価
格
の
吊
り
上

げ
に
あ
っ
た
。
が
、
国
の
人
口
急
増
に

も
大
き
な
一
因
が
あ
っ
た
。
人
口
急
増

の
主
た
る
淵え
ん
げ
ん源
は
、
明
治
政
府
の
万
国

と
対
峠
す
る
た
め
の
富
国
強
兵
策
に
基

づ
く
徴
兵
制
に
あ
っ
た
。
明
治
５
年

（
１
８
７
２
年
）度
の
日
本
の
総
人
口
３

４
８
０
万
人
余
り
、
そ
れ
が
49
年
後
の

大
正
７
年（
１
９
１
８
年
）度
に
は
５
６

１
０
万
人
余
り
に
達
し
て
い
た
。
こ
の

間
、
国
は
明
治
20
年
代
に
石
川
・
静
岡

両
県
下
で
耕
地
整
理
事
業（
後
に
全
国

的
に
施
行
さ
れ
て
い
る
）に
着
手
す
る

な
ど
米
の
生
産
技
術
向
上
を
図
っ
て
い

た
が
、
い
ま
だ
需
要
に
供
給
が
追
い
つ

い
て
い
な
か
っ
た
の
だ
。

　

一
方
、
農
村
で
は
、
都
市
の
労
働
争

議
お
よ
び
社
会
主
義
運
動
の
活
発
化
に

刺
激
を
受
け
て
、
小
作
人
の
組
合
が
結

成
さ
れ
、
そ
れ
が
村
単
位
か
ら
郡
、
県
、

さ
ら
に
大
正
11
年（
１
９
２
２
年
）に
は

全
国
組
織
日
本
農
民
組
合
結
成
に
発
展

し
て
い
た
。
ま
た
農
村
で
は
、
大
正
６

年（
１
９
１
７
年
）に
小
作
争
議
が
西
日

本
で
端
を
発
し
、
東
日
本
へ
拡
大
、
さ

ら
に
全
国
へ
拡
大
し
て
い
た
。
小
作
争

議
と
は
、
地
主
に
小
作
人
が
、
小
作
料

の
一
時
減
免
ま
た
は
永
久
三
割
減
免
を

要
求
す
る
闘
争
で
、
そ
の
件
数
は
大
正

15
年
・
昭
和
元
年（
１
９
２
６
年
）度
に

は
全
国
で
２
７
５
１
件
に
達
し
て
い

た
。

　

そ
ん
な
世
相
の
中
で
、
犬
田
卯
が
中

心
に
な
っ
て
田
端
文
士
芸
術
村
で
結
成

し
た
農
民
文
芸
会（
農
民
文
芸
研
究
会
）

の
活
動
は
、
犬
田
一
家
が
杉
並
町（
現

杉
並
区
）に
移
転
し
て
か
ら
、
一
層
活

発
に
な
っ
て
い
た
。
新
潮
社
の
編
集
主

任
で
売
れ
っ
子
作
家
の
加
藤
武
雄
、
民

衆
詩
人
白
鳥
省
吾
、
社
会
主
義
者
大
槻

憲
二
ら
が
新
た
に
加
わ
り
、会
員
65
人
、

誌
友
17
人
に
膨
れ
上
が
っ
て
い
た
。
会

員
意
気
は
ま
す
ま
す
上
が
り
、
自
分
た

ち
で
機
関
誌
『
農
民
』
を
発
行
し
よ
う

と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の『
農
民
』

を
継
続
出
版
す
る
費
用
の
捻
出
は
、
会

員
が
１
口
１
円
以
上
を
毎
月
負
担
す
る

こ
と
。
誌
友
は
『
農
民
』
の
誌
代
を
２

カ
月
分
以
上
前
納
す
る
こ
と
と
定
め
ら

れ
た
。
問
題
の
多
額
の
出
版
資
金
は
加

藤
武
雄
が
負
担
し
、
彼
の
勤
務
先
の
新

潮
社
が
発
売
元
に
な
る
と
い
う
こ
と

で
、
話
は
と
ん
と
ん
拍
子
で
運
ん
で

い
っ
た
。




